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（資料６）    

旧内田佐平二家住宅主屋、土蔵、隠居屋、表門及び納屋、透塀（きゅううちださへい 

じけじゅうたくしゅおく、どぞう、いんきょや、おもてもんおよびなや、すきべい） 
   

員 数：４棟１基 

  所在地：知多郡南知多町大字内海 

  所有者：南知多町 
 

【概要】 

  「旧内田佐平二家住宅主屋」  

   構造、形式及び大きさ：木造２階建、瓦葺、建築面積 155㎡ 

    建設年代：明治５年(1872)頃／平成 26年（2014）改修 

   （登録基準：国土の歴史的景観に寄与しているもの） 

  「旧内田佐平二家住宅土蔵」   

   構造、形式及び大きさ：土蔵造２階建、瓦葺、建築面積 20㎡ 

    建設年代：明治５年(1872)頃／平成 25年（2013）改修 

   （登録基準：国土の歴史的景観に寄与しているもの） 

  「旧内田佐平二家住宅隠居屋」 

   構造、形式及び大きさ：木造２階建、瓦葺、建築面積 22㎡ 

   建設年代：明治前期／平成 25年（2013）改修 

   （登録基準：国土の歴史的景観に寄与しているもの） 

  「旧内田佐平二家住宅表門及び納屋」 

    構造、形式及び大きさ：表門 木造、瓦葺、間口 2.2m、西方潜戸付 

              納屋 木造平屋建、瓦葺、建築面積 26㎡ 

   建設年代：明治５年(1872)頃／平成 23年（2011）改修 

   （登録基準：国土の歴史的景観に寄与しているもの） 

  「旧内田佐平二家住宅透塀」 

   構造、形式及び大きさ：木造、瓦葺、延長 5.6m 

   建設年代：明治前期／平成 25年（2013）改修 

   （登録基準：国土の歴史的景観に寄与しているもの） 
    

 旧内田佐平二家住宅は、知多半島先端の内海港から内海川をやや遡った山裾に位置する。 

内田佐平二家は、内海を代表する廻船主内田佐七家の分家で、廻船業を営んでいた。初代の佐造

は、文政５年（1822）に知多郡中須村の大岩仁右衛門の二男として生まれたが、内田佐七家の廻船

に乗込むようになり、弘化２年（1845）頃から船頭を歴任した。その後、内田佐七家の初代佐七の

娘こうの夫として迎えられ、安政年間には矢野（現三重県津市内）に店を構え、干
ほし

鰯
か

の販売や酒造

により収益を上げ、佐七家の廻船経営を支えた。維新後の明治５年（1872）、矢野店を閉めて内海に

帰郷するにあたり、佐七が佐七家の西側の隣接敷地に佐造の屋敷地として家を新築した。佐造の長
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男新之丞は、２代目佐七に子がなかったため佐七家の養子となり、３代目佐七を襲名した。その後、

３代目佐七の長男佐太一が４代目佐七となり、二男佐平二は佐造の養子となって２代目になった。 

屋敷は、主屋、土蔵、隠居屋、表門及び納屋、透塀の五つで構成され、主屋と隠居屋の間の中庭

は、透塀で東側隣地と隔てられている。 

建物は二代目の逝去後、昭和 40 年代半ば以降、ほとんど無人であった。平成 22 年（2010）に南

知多町へ寄贈され、平成 23 年（2011）から平成 26 年（2014）にかけて、屋根瓦の葺替、腐朽破損

部分の修理、外観の復原等の保存修理工事が行われた。 

主屋は、明治５年（1872）５月に作成された家相図や家相を占った古文書に、現状と同じ姿で描

かれており、その頃に建設されたことがわかる。木造切妻造桟瓦葺の２階建で、西南北面３面に庇

が付き、北面西端に角屋を出す。内部は西に土間と東に２列２室に分かれ、２階後方奥に客座敷が

設けられている。客座敷は東面に床を構え、竹
たけ

格子
ご う し

に無双
む そ う

窓
まど

１を用い、天井は棹
さお

縁
ぶち

天井と化粧屋根裏

を組合わせた、当家で最も優れた意匠を備えた部屋となっている。 

土蔵は、敷地西北隅に建つ。土蔵造２階建、切妻造桟瓦葺、漆喰塗壁で、内部は１･２階とも板敷

の１室で和小屋を組む。 

隠居屋は、敷地東北隅に土蔵の東面に接続して建つ。木造２階建、切妻造桟瓦葺で、南面に出入

口を設ける。内部は１階西に蔵前を兼ねた前室、東に釣
つり

床付
どこつき

の６畳座敷があり、２階は板敷の物置

となる。 

表門は、切妻造桟瓦葺の薬医門
やくいもん

２で、東納屋と西納屋の間に、南を正面として建つ。東に両開板扉、

西に片開潜戸を付ける。東西納屋は、木造平屋建、桟瓦葺で、各北面西端に戸口が付き、西納屋の

北面に東面吹放しの棟が直角につながり、主屋に接続する。 

透塀は、敷地東面後方の隣地境界に建ち、主屋と隠居屋の間に南北に延び、桟瓦葺で、透
すき

格子
ご う し

の 

ため視線が通る軽快な意匠である。 

旧内田佐平二家住宅主屋、土蔵、隠居屋、表門及び納屋、透塀は、近世末期から明治期にかけて

廻船業を営んだ船主の屋敷構えを今日に伝える貴重な建物群である。 

無双
む そ う

窓
まど

１：内側と外側に同じ形の連子
れ ん じ

の引戸を入れ、動かすことで一定間隔の隙間ができたり、閉まったり          

する窓。 

薬医門
やくいもん

２：２本の本柱の背後だけに控え柱を立て、切妻屋根をかけた門。 

 

 

 

 

 

旧内田佐平二家住宅 屋敷南東面全景 

左から表門及び納屋、主屋、透塀、隠居屋 

（南知多町教育委員会 提供） 
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旧内田佐平二家住宅主屋 南東面 

（南知多町教育委員会 提供） 

 

 

 

 

 

 

旧内田佐平二家住宅主屋 ナンドから隠居屋を見る 

（南知多町教育委員会 提供） 

 

 

 

 

旧内田佐平二家住宅隠居屋、土蔵、透塀 東面 

（南知多町教育委員会 提供） 

 

 

 

 

 

 

                         

旧内田佐平二家住宅土蔵 南西面 

（南知多町教育委員会 提供） 

 

 

 

 

 

 

   旧内田佐平二家住宅表門及び納屋 表門 北面 

         （南知多町教育委員会 提供） 

 


